
 

 

【町長１～３・教育長４～５】 

 

通告順 ３ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
化石クラウドファンディングが不調に終わった原因は何か 

質問 

内容 

 

 ヌマタネズミイルカの２体目のレプリカを作成するために、６月から８

月の三ヶ月間「ガバメントクラウドファンディング」が行われていました。

結果を見ると、寄付金額１２２万２千円・達成率４０．７％・支援人数３

５人で終了しています。決して満足出来る結果では無いと思いますが、不

調に終わった原因は何処にあるのでしょうか。 

 

１、 一人当たりの平均寄付額が約３万５千円と高単価です。１０万円以

上の高額寄付者は何人いて、その総和金額はいくらになるのか。 

２、 ３５人の寄付を戴いた人の中で、沼田町民は何人か。その中で沼田

町役場関係者は何人か。 

３、 町のホームページでは、クラウドファンディングが始まったときト

ップページにバナーが出てきただけで、その後は話題にもなってい

ません。ＰＲ不足ではないのか。起案者(沼田町)の思いは伝わった

と判断しているのか。 

４、 化石体験館やレプリカ工房からの情報発信が不足していたのではな

いか。期間中クラウドファンディングに関する情報発信をどのよう

に行ったのか。 

５、 「世界一正確な化石の全身骨格を発信したい！」のであれば、高レ

ベルな技術でレプリカを作成している様子を、何故発信しないのか。 
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【町長】 

 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
旧「農業資料館」の再利用の考えはありませんか？ 

質問 

内容 

 

教育委員会では今後のふるさと資料館の移転整理に向けて「沼田町文化

財守り隊」３名の協力を頂き行うようですが、高規格道路の工事事務所で

は一時的であると思うので、元の資料館に方向を変えるべきと思う。未開

の原始林で立ち向かい、幾多の自然災害や飢えと不屈の精神で開拓が進め

られて来た歴史に感謝し、多くの町民と町を訪れた人に見てもらう事が町

の発展にも繋がると思う。旧資料館が水漏れ等で再利用は無理と考えたよ

うだが、今一度工事費の予算を再検討し、開館すべきと思う。私が令和２

年に教育委員会より設計図を借りて、ある工務店に屋根の防水、壁の修繕

の見積額が２３，１４４，０００円という金額を見て再利用すべきと思い

再質問しました。 

今でもこの金額で出来るとの話も聞いてきました。最近は公共施設の再

利用の工事も多いと話していました。また、「北海道建設技術センターの

建築基準適合判定資格事務局」に相談して判断したのかも伺いたい。 
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